
 

 

☆彡 看護教育方法演習【模擬授業】の発表会☆彡 

  この演習では、90時間かけて授業案を作成し、全員が模擬授業を実施しました。教

えたい内容を精選するのにとても苦労をしましたが、常に学校の教育理念、目的、目標、

どんな看護師を育てたいかを確認しながら作成することの重要性を学びました。 

模擬授業は、発問やグループワーク、教材に工夫を凝らし、受講生一人ひとりの持ち

味や看護観、教育観が伝わり、「わたしの願い」が届いた授業が実施できました。 

発表後の全体討議で多くの気づきや課題を見出すことができ、来月からの看護教育実

習につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修室の風景 

●●● １グループ ●●●●●●●●● 

（口腔の清潔援助・排泄ケアの実際） 

  

とても緊張しましたが、自分自身やチームにとってよい学びになりました。 

準備は予想以上に大変でしたが、クラスメイトや成田会長はじめ講師の先生が優しく温かく授業を聞いて下

さったことが大きな励みとなりました。 



●●● ２グループ ●●●●●●●●●● 

（排泄の援助・看護過程） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●● ３グループ ●●●●●●●●●●● 

（感染防止の援助） 

難しい課題にも、グループメンバーのユーモアと担当の先生の熱意と愛情に支えられた演習でした。 

トップバッターで非常に緊張しました。受講生の反応を見ることが出来、実習先で授業を行う際のイメー

ジが出来ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●● ４グループ ●●●●●●●●●●● 

（診療および検査の介助） 

●●● ５グループ ●●●●●●●●●●● 

（食事の援助） 

 

授業案を作り上げるのは大変でした。一人一人の授業作りも難しかったですが、グループで授業の繋がりにも悩

みました。模擬授業で課題が見えてきたので、実際の授業ではもっと良い授業を実施したいです。 

何気なくしている食事を意識してもらう難しさを実感した演習でした。次は実習校の学生さんの前で授業をす

るのでグループみんなで頑張ります。 


